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現場からボトムアップで会社を変える！ 
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これまで、コンピュータは、計算する機械（計算機）でした。そ
の機械は、データを入れると計算して答えを出してくれました。
人間は、それにしたがって、仕事をしていました。 

 

これまで、システムは、立派で、高価で、頑丈で、権威的でし
た。人間は、システムの中で、きめられた仕事をこなし続け、
それがもっとも効率的な姿だと思われていました。 

しかし 

何を計算するべきか分からない 

前提となるデータが正しくない 

計算してもそのとおりに実行できない 

・・・・・・ 

システムは巨大すぎて変えられない 

専門すぎて全体が見えない、分からない 

変化が多く目標が定かでないと機能しない 

“ITカイゼン”が先 

 

       “ツール”は後 

でもいいツール
がない！！ 
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７つのムダ（モノと情報） 

1. 造りすぎのムダ 

2. 手待ちのムダ 

3. 運搬のムダ 

4. 加工そのもののムダ 

5. 在庫のムダ 

6. 動作のムダ 

7. 不良品、手直しのムダ 

1. 必要な情報を探すムダ 

2. 必要な情報の到着を待つムダ 

3. 不要な情報を生成するムダ 

4. 不正確な情報を修正するムダ 

5. そもそも情報を蓄積するムダ 

6. そもそも情報を伝達するムダ 

7. 情報の意味や精度を確認するムダ 

 

ＴＰＳ 

ＩＴカイゼン 

製造現場 

管理現場 

現場がかかえる 
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２種類の“ＩＴ”を区別しよう！ 

装置としての 
“ＩＴ” 

 
 
 
 
 

道具としての 
“ＩＴ” 

道具としての 
“ＩＴ” 

作業者 

作業者 

作業者が中心 

装置が中心 

設計が先！（トップダウン） 実行が先！（ボトムアップ） 

進化可能な“ＩＴ”は 
こちらのタイプ 

金融、 

流通、 

地方自治体 

・・・ 
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ITカイゼンの勧め 

“ITカイゼン”とは、業務のムリ、ムダ、

ムラをなくすために、現場が中心と
なって情報の流れをよくすること。  

情報構造の 
見える化 

５Ｓ（整理・整頓） 

ステップ１ 

情報の流れの 
見える化 

問題発見 

ステップ２ 

業務間・部門間 
の情報連携 

問題解決 

ステップ３ 
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“ＩＴカイゼン“は、法政大学の西岡靖之教授が提唱する 
現場発のＩＴ化のためのコンセプトおよび手法です。 



株式会社アプストウェブ 

ＩＴツールがもつべき特徴は？！ 

1. プログラムをすることなく、パラメータなどの設定によ
り目的の機能を実現できる 

2. Excelや既存の情報をそのまま活用でき、同時にレガ
シーのデータベースなどとも連携が可能である 

3. 企業の業務知識と若干のITスキルがある要員が、自
ら工夫することでカスタマイズが可能である 

4. コストがかからず、創意工夫が成果として共有でき、
それを再利用することが容易である 

5. データおよびデータ構造がオープンであり、業務の
変更や拡張に対応でき発展性がある 
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コンテキサーのご紹介 
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これまでの経緯 

• コンテキサーは、法政大学の西岡靖之教授によって
開発されたITカイゼンツールです。西岡教授が、米国
MIT（マサチューセッツ工科大学）にて２００４年に基礎
理論を考案、以降７年間かけて開発されました。 

• 業務における情報処理の大半は、データの連携（限
定処理、補助処理、転記処理）によって構成されてい
ることに着目し、プログラムレスで一般的な業務のほ
ぼすべてを設定することに成功。 

• 実証実験および企業での実運用での実績をふまえて、
さらに業務担当者が自らシステムを定義し、持続的に
業務システムの改善や進化が可能なように機能拡張
し、ITカイゼンツールとして一般に公開しました。 
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業務アプリの構築方法 

• タイプ１：いろいろ自分で作りたい人 
–まずはスクラッチで身近なデータを入力し、いろ
いろ複雑な業務に仕上る 

• タイプ２：現在の業務を変えたくない人 

–既存のデータを新規に取り込み、連携を個別に
設定し。業務の流れをそのまま再現 

• タイプ３：本格的アプリを早く使いたい人 
–業務別のテンプレートを取得してそのまま利用。
必要に応じてカスタマイズ 

コンテキサーを用いた、 
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コンテキサーの特徴 

• RDB、CSVなど複数のデータソースをもとに必要な情報
を組み立てます。 

• 操作画面のデザインやボタンの配置など、ユーザ独
自の定義が可能です 

• 転記、照合、集計、などの業務ロジックを設定画面で
定義できます。 

• アクションを組み合わせたコマンドを定義し、処理を自
動化できます。 

• 時系列やクロス集計、展開計算など、高度なロジック
が標準で組み込まれています。 

• ユーザやグループ定義により、異なるアクセス制限や
管理ができます。 
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コンテキサーの構造 

DB 

DB 

DB 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

コンテ
キスト 

画面 

画面 

画面 

コンテキサーは
コンテキストの
かたまりです。 

エンティティ 

エンティティ 
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RDBとの対応関係 

テーブル 

ビュー（SQL） 

プロシージャ（プロ
グラム） 

エンティティ 

コンテキスト 

業務プロファイル 

コンテキサー RDBアプリ 

DBエンジニア
が設計 

アプリ 
プログラマ 
が開発 

DBエンジニア
が設計 

ユーザがAS-IS
で定義 

ユーザが画面
上で定義 

自動生成（また
はテンプレート
で提供） 

（注）コンテキサーはRDBと対立するものではありません。 
RDBと共存し、RDBでてきない身近な半定型業務をカバーします。 
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コンテキサーの利用形態 

• 無償の業務テンプレートをダウンロードし、最低限のコストで、個人
レベルでできる、さまざまな情報の整理や活用を行う。 

• Excelで利用していた複数のシート間の関連づけをしたり、データと
画像や図面などを関連づけて業務をカイゼンする。 

• 小規模の事業所や事務所にて、注文や在庫の状況などをタイム
リーに更新し、複数の担当者で情報共有する。 

• 部品表などのマスタや検査情報など、構造をもった複雑なデータ
を効率よく管理し、常に外部のシステムとも常に連携させる。 

• 小規模だが、受注から出荷、あるいは在庫や工程管理など、ひと
とおりの業務があり、それらを連携させて管理する。 

• すでに財務や販売の現状の２重入力を、あまり手間とお金をかけ
ずに解消し、とりあえずできる範囲で活用する。 
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す
ぐ
で
き
る
！ 

受注処理 

す
ぐ
で
き
る
！ 

す
ぐ
で
き
る
！ 
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出荷処理 

請求処理 

受注
伝票 受注

明細 

売掛
請求 

出荷
伝票 

得意先、納
入先、品目 
価格 

社内にすでに 
あるデータ 

すでに社内にあるデー
タをそのまま使えば、す
ぐに基幹システムが構

築できます。 
３日で構築！ 

３日で構築！ 

３日で構築！ 

中小製造業の 
ＩＴ経営（ＩＴカイゼン） 
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事例１ 事例２ 
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事例３ 事例４ 
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事例５ 事例６ 
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コンテキサーの製品別機能 

• 担当者版（ContexerLite） 
コンテキサーを、日々の業務の中で、情報の入力ツール、閲覧ツールあるいは照会
ツールなどとして利用する担当者のためのモードです。担当者版では、シートの作成
や項目の追加など、ITカイゼンを実際に行うことはできません。このモジュールは、あ
らかじめ決められた業務の中で、情報処理を行うためのものです。 

• 管理者版（Contexer） 
コンテキサーを用いて、非定型、あるいは半定型的な業務を行う担当者のための
モードです。また、定型業務を常にカイゼンする担当者も含みます。管理者版では、
シートの作成や項目の追加、あるいは入力画面のデザインなど、日々の業務をより
効率的に行うためのITカイゼンを実施することができます。ITカイゼンの結果は、業務
プロファイルとして保存し、再利用することができます。 

• 開発者版（ContexerPro） 
コンテキサーを基幹業務として利用する際に、データ構造の設計やユーザ管理など、
システム開発者として利用するためのモードです。開発者版では、コンテキサーを業
務アプリケーションとして本格的に開発するために必要な機能を実行できます。また、
サイト単位でのグループ管理やセキュリティ機能、そして効率的なシステム開発のた
めのさまざまな機能が利用できます。 
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主な機能の内訳け 
ライセンス 主な機能 

担当者版 データ簡易集計機能、簡易フィルタ機能、複数条件
フィルタ機能、パネル間同期機能、アラート表示機
能、累計データ表示機能、一括修正・削除機能、Ｃ
ＳＶ入出力機能、Ｅｘｃｅｌ連携機能 

管理者版 パネルレイアウト機能、操作画面デザイン機能、ナ
ビゲーション機能、テーブル演算機能、クロス集計
機能、時系列展開機能、補助画面機能、計算式定
義機能、親子データ複製機能、コマンド定義機能 

開発者版 複数インデックス機能、内部連結定義機能、自動採
番管理機能、グループ管理機能、テンプレート機能、
区分データ管理機能、アドイン組込機能、外部デー
タ同期機能、 
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価格：個人ライセンス 

CSV版 RDB版 

担当者版 ５００円 １，０００円 

管理者版 ２，５００円 ５，０００円 

開発者版 １０，０００円 ２０，０００円 

月額 

個人ライセンスは、年間（１２か月）単位となります。 
契約月および翌月は、無料となります。（翌月２５日までに銀行振り込み） 



株式会社アプストウェブ 

価格：サイトライセンス 

CSV RDB RDB 

担当者版 4 

管理者版 9 28 

開発者版 1 1 2 

合計台数 5 10 30 

費用（月額） １万円 ５万円 １５万円 

契約月および翌月は、無料となります。（翌月２５日までに銀行振り込み） 
初回のみ事務手数料２万円円（ＣＳＶ版は１万円）がかかります。 

月額 
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スタートアップ例（その１） 

• 個人用（管理者版：CSV）を月額２，５００円で購入。
１年間（ ３万円）利用してみる。 

• 身の回りのカイゼンができたので、開発者用の
RDB版に挑戦。２年目は月額２万円となる。 

• 社内の基幹システムを自分で作れるようになり、
担当者版を１０ライセンス購入。月額３万円とな
る（２万円＋１，０００円×１０）。 

• 個々のユーザ管理や効率的な業務アプリの管
理のためサイトライセンスに切替え、月額５万円
で基幹システムを運用。 
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スタートアップ例（その２） 

• ITカイゼン講習会に出席し、企業内の業務のカ
イゼン方法を取得する。（講習会費は無料） 

• 講習会で作成した業務アプリを実際に社内で運
用するため、CSVライセンスを購入。月額１万円。 

• さまざまな業務が連携し、RDBによる統合化が必

要となり、外部に開発を依頼。３０万円で基幹シ
ステムを構築。 

• RDB版で運用開始。その後は月額５万円で、カイ
ゼンしながら業務システムを自分でメンテナンス。 
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サイトライセンス（中小企業向け） 

CSV版 RDB版 

担当者版 ５ １０ 

管理者版 ー ー 
開発者版 ー ー 

合計台数 ５ １０ 

ライセンス費用（月額） ２，５００円 １万円 

初期サポート（標準） ２万円 ３万円 

初年度費用 ５万円 １５万円 

【条件】①年間売上金額１億円未満であること、②ITCの初期サポートを受けること 
（ITC資格者からの適用申請書を必要とする。） 

＜これは現在検討中のものです＞ 

参考 
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アプストウェブとは 

名称：株式会社アプストウェブ 
英語名：ApstoWeb Ltd. 
  
資本金：300万円 
設立：2000年（平成12年）3月 
業種：ソフトウェア開発および販売 
  
所在地：〒102-0073 東京都千代田区九段北
4-3-28-302 
電話：03-3239-1650  FAX：03-6380-9905 
ＵＲＬ：http://www.apstoweb.com 
代表者：西岡靖之（代表取締役社長） 

私たちは、ものづくりと情報技術を統合し、ひととＩＴとの関係を再構築す
ることを通して、お客様の力強く柔軟な企業活動を支援します。 
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アプストウェブ 沿革 
2000年 有限会社アプストウェブとして設立登記（東京都目黒区） 
2000年 無償スケジューラ「APSTOMIZER」サポート開始 
2001年 日本オペレーションズリサーチ学会事例賞を「APSTOMIZER」が受賞 
2001年 中小製造業SCMを実現するシンプルXML-EDIシステム開発に参画 
2001年 平成13年度IPA未踏ソフトウェア創造事業の開発業務受託 
2003年 中小製造業生産管理システム構築支援業務受注 
2004年 米国ボストンのMITにて次世代ソフトウェア設計開発の研究開始 
2006年 「コンテキサー」プロトタイプ完成 
2007年 中小製造業（自動車部品加工）にて「コンテキサー」運用がスタート 
2007年 事務所移転（千代田区九段北） 
2007年 株式会社アプストウェブに組織変更 
2008年 MOF2008（東京ビックサイト）実証実験に参画しMESサーバーを出展 
2009年 PSLXプラットフォーム対応「PPSコンポーネント」無償配布 
2009年 設計製造ソリューション展（東京ビックサイト）にて展示 
2009年 生産システム見える化展にてＩＴカイゼンツールを参考出展 
2010年 無償業務アプリケーションシリーズを発表 
2011年 大手自動車部品メーカーにて「コンテキサー」運用がスタート 
2011年 「コンテキサー」バージョン２（ベータ版）リリース 
2011年 ITコーディネータ協会カンファレンスに「コンテキサー」出展 
2011年 生産現場用情報連携ソフトウェア特許取得（特許第4888408号） 
2011年 無償業務アプリケーションシリーズ第二弾（GesGAS）を発表 
2011年 東京都補助事業（公募型産業交流促進事業）にて「コンテキサー」が採択 
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http://www.apstoweb.com 


